


















ば Dehaene, Kerszberg & Changeux, 1998), 前部
帯状回と外側前頭前皮質の 2つの脳領域が関わって







Rothbart, 2000)｡ そして, 発達初期に情動制御の
個人差として顕現するエフォートフル・コントロー
ルは, 後の行動の制御に関与することになる
(Posner & Rothbart, 1998)｡ 実際に Posner &

















Caregiver's method for coping with child's distress
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Caregivers can encourage the development of effortful control in children, which appears to be closely
related to executive attention, by soothing their children. The present study explored the caregiver's
method for coping with distressed children. A questionnaire was administered to the caregivers of 127
children aged 15 to 27 (mean, 21.7) months. The questionnaire consisted of open questions about situa-
tions in which children are distressed and caregiver's concrete methods for coping with such situations.
We obtained 269 responses, which were categorized according to the contents. Situations in which the
child was distressed were categorized as follows: inner turmoil (n=198, 73.6%) and unfulfilled demands
(n=71, 26.4%). Caregivers' methods of distracting their children were used in a variety of situations, espe-
cially in those in which the child was experiencing distress due to unfulfilled demands. The development
of effortful control in children may be encouraged by these changes of caregiver's method.
Key words: caregiver's method for coping, distress, effortful control
この手法の効果を実験的に検討した研究





ア, シャボン玉, ガラガラ, ハンドベル) がそれぞ

















能性が考えられる｡ 実際に Posner & Rothbart
























A 市の 5 区の住民基本台帳から無作為抽出した
275 名の第一子 (平均 21.7 ヵ月齢, SD=3.6, range
15-27) の家庭に質問紙を送付し, 回答後に返信す
るよう依頼した｡ 回答者は 127 名 (回収率 46.1％)
















回答者 (127 名) は, 少なくとも 1つはぐずり場
面とその対処法を記述していた｡ 1 つのぐずり場面
とその対処法を記述した者は 30 名 (23.6％), 2 つ
記述した者は 53 名 (41.7％), 3 つ記述した者は 43
名 (33.9％), また, 欄外記入によって 4 つ記述し




ぐずり場面の 269 の記述を筆者と学部生 2 人の 3










て 269 枚のカードは 30 の小グループと 23 枚の未分
類カードに編成された｡ 編成された小グループを







8 つの小グループ, 5 枚の未分類カードに編成され
た｡ 編成された中グループと各中グループに属する
小グループをTable 2 に示した｡ 更に, 中グループ,
小グループ, 未分類カードから大グループを編成し





小グループ, 未分類カードは, 4 つの大グループ, 2
つの中グループ, 3 つの小グループに編成された｡
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Table 1 ぐずり場面の小グループ
1 . 眠い時 16. 遊びが中断された時
2 . お腹が空いている時 17. 物事が思い通りにいかない時
3 . もっと遊びたい時 18. 自分に注意が向いていない時
4 . 帰りたくない時 19. 刺激によって興奮した時
5 . 体調が悪い時 20. うまく眠れない時
6 . 遊びたい玩具が手に入らない時 21. ベビーカーやシートに乗る時
7 . ｢だめ｣ と制限された時 22. もっとテレビが観たい時
8 . 欲しいものが与えられない時 23. ベビーカーから降りたい時
9 . 寝起き時 24. 外に出たい時
10. 家事中に相手をして欲しい時 25. 生活習慣を嫌がる時
11. 睡眠が不足している時 26. 退屈している時
12. おやつを欲しがる時 27. 親が家事をしている時
13. やりたいことが出来ない時 28. 玩具を欲しがる時
14. 親がものを取り上げた時 29. 親の用事が済むまで遊びを待たせる時
15. やりたいことが上手に出来ない時 30. 寂しい時
Table 2 ぐずり場面の中グループと中グループに属する小グループ
中グループ 小グループ
a. 相手をして欲しい時 10. 家事中に相手をして欲しい時
18. 自分に注意が向いていない時
27. 親が家事をしている時
b. 睡眠が必要な時 1 . 眠い時
11. 睡眠が不足している時
20. うまく眠れない時
c. 欲しいものがある時 12. おやつを欲しがる時
28. 玩具を欲しがる時
d. やりたいことがある時 23. ベビーカーから降りたい時
24. 外に出たい時
e. 制限されてもやりたいことがある時 3 . もっと遊びたい時




f. やりたくないことを強要される時 4 . 帰りたくない時
21. ベビーカーやシートに乗る時
25. 生活習慣を嫌がる時
g. 気分が傾いた時 9 . 寝起き時
30. 寂しい時






















たものを Figure 1 に示した｡ 編成されたグループ




A. 生理的欲求がある時 b . 睡眠が必要な時
2 . お腹が空いている時
B. 要求する時 a . 相手をして欲しい時
c . 欲しいものがある時
d . やりたいことがある時
C. 親が要求を認めない時 8 . 欲しいものが与えられない時
e . 制限されてもやりたいことがある時
29. 親の用事が済むまで遊びを待たせる時













































































15-18 (n=33) 19-23 (n=44) 24-27 (n=50)
A. 生理的欲求がある時 45 39 46 130 48.3
B. 要求する時 5 15 23 43 16.0
C. 親が要求を認めない時 7 15 9 31 11.5
D. 気分が優れない時 4 7 8 19 7.1
h. 要求が通らない時 3 5 5 13 4.8
f. やりたくないことを強要される時 1 3 7 11 4.1
15. やりたいことが上手に出来ない時 0 3 5 8 3.0
17. 物事が思い通りにいかない時 0 5 3 8 3.0











































15 の小グループと 38 枚の未分類カードに編成され
た｡ 編成された小グループをTable 5 に示した｡ 次
に, 小グループと未分類カードから中グループ編成
を行った｡ 例えば,“1. 抱っこして寝かしつける”,
“2. 添い寝する”,“3. 横にさせる”,“4. 食べ物を
与えて寝かしつける”,“5. 抱っこして添い寝する”,
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Table 5 受動的な内的状態に起因するぐずり場面の小グループ
1 . 抱っこして寝かしける 9 . 外出して気分転換
2 . 添い寝する 10. 食べ物を与えて気を紛らわす
3 . 横にさせる 11. 夜に差し支える時は遊ばせて寝させないようにする
4 . 食べ物を与えて寝かしける 12. 食べ物を与える
5 . 抱っこしたり添い寝する 13. 食べ物を少し与えて食事の準備をする
6 . 横にして寝かしけるが寝ないときは抱っこする 14. 食べ物を与えず気を紛らわす










b. 寝かしつけて寝ない時は気を紛らわせる 6 . 横にして寝かしつけるが, 寝ないときは抱っこしてあやす
7 . 抱っこして寝かしつけるが, 寝ない時は一緒に遊ぶ







プ, 5 つの小グループ, 14 枚の未分類カードに編成
された｡ 編成された中グループと各中グループに属
















グループ, 小グループ, 未分類カードは, 2 つの大





Table 7 に示した｡“B. 気を紛らわす”の対処法は,
24-27 ヵ月齢の子どもに多く見られた｡ また, 各グ
ループの合計記述数と全記述に対する割合を見ると,
全記述のうちの 70.4％が“A. 欲求を満たす”であっ
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Table 7 分類された各ぐずり場面の対処法の月齢別記述数と割合











A. 欲求を満たす 40 33 36 109 70.4
B. 気を紛らわす 7 8 14 29 18.7
15. 抱っこして落ち着かせる 1 4 2 7 4.5
b. 寝かしつけても寝ない時は気を紛らわす 2 1 2 5 3.2
11. 夜に差し支える時は遊ばせて寝させない 1 1 0 2 1.3







a. 要求に応える 3 4 13 20 46.5
b. 気を紛らわす 1 3 6 10 23.3
5. 待つように言い聞かせる 0 2 1 3 7.0
7. 欲しがるものを与え, それでもぐずる時は気を紛らわす 0 2 1 3 7.0
2. 大抵やらせてあげるが, やらせてあげられない時は気を紛らわす 0 1 1 2 4.7
9. 欲しがるものから遠ざかる 0 2 0 2 4.7
10. 気を紛らわすが, それでもだめなら要求に応える 1 0 1 2 4.7





2. 気を紛らわす 3 7 10 20 50.0
4. 要求を認めない 2 2 2 6 15.0
1. 要求を認める 2 2 1 5 12.5
5. 応じられるようなら要求を認め, 無理ならば認めない 0 2 3 5 12.5
3. 要求を認めない理由を説明する 1 1 0 2 5.0






1. 気を紛らわす 1 4 4 9 42.9
3. やれるように手伝う 1 2 4 7 33.3
2. 言葉で落ち着かせる 1 1 0 2 9.5
未分類カード 0 1 2 3 14.3
 受動的な内的状態に起因するぐずり場面  能動的な内的状態に起因するぐずり場面










プ編成によって 43 枚のカードは 10 の小グループと
2枚の未分類カードに編成された｡ 編成された小グ
ループをTable 8 に示した｡ 次に, 小グループと未
分類カードから中グループ編成を行った｡“1. やり
たがることをやらせてあげる”,“4. 手を止めて相


















の 46.5％が“a. 要求に応える”であった｡“b. 気を
紛らわす”は 23.3％であった｡ また“5. 待つよう
に言い聞かせる”,“7. 欲しがるものを与え, それ










































6 . 欲しがるものを与えず, 気を紛らわす






出しTable 7 に示した｡“2. 気を紛らわす”は, 24-











て分類を行った｡ 小グループ編成によって 21 枚の
カードは“1. 気を紛らわす”,“2. 言葉で落ち着か
せる”,“3. やれるように手伝う”の 3つの小グルー



























場面では, 共通して 24-27 ヵ月齢の子どもに多く記
述されていた｡ そこで,“気を紛らわす”対処法が
子どもの月齢によって違いが見られるかどうかを検

















































2 年目に重要な発達の時期を迎える (Posner &


































































また, この対処法は, 15-18 ヵ月齢の子どもでは少






なることで, Posner & Rothbart (2012) が指摘
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